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3.１ 新水門の構造の概要
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• 水門構造は、土木施設（門柱・堰柱・堰柱床版・基礎）と電気・機械設備施設（操作室・扉体・戸当り化
電気機械設備等）に分類される。

• 門柱などの土木施設については、基本的に構造物の寿命と等しいが、電気・機械設備施設について
は数年～数十年単位で寿命となり、更新が必要となる。
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設計上の方針等※ 概略設計の考え方
平均耐用
年数

門柱

天端高はゲート全開時のゲート
下端高に、ゲートの高さおよび
ゲートの管理に必要な高さを加
えた値とする

ゲート扉体高11.9m+ゲート
開時下端高13.5＋余裕高
2.0m

堰柱
上部荷重および水圧を床版に伝
える構造として設計

防護ラインを維持するため
既存水門を踏襲

堰柱床板
堰柱からの荷重を支持し堰柱間
の水叩きの効果をはたせる構造
とする

現況（計画河床高）踏襲

門柱

天端高はゲート全開時のゲート
下端高に、ゲートの高さおよび
ゲートの管理に必要な高さを加
えた値とする

ゲート扉体高11.9m+ゲート
開時下端高13.5＋余裕高
2.0m

堰柱
上部荷重および水圧を床版に伝
える構造として設計

防護ラインを維持するため
既存水門を踏襲

堰柱床板
堰柱からの荷重を支持し堰柱間
の水叩きの効果をはたせる構造
とする

現況（計画河床高）踏襲

高水時に確実に開閉ができ、十
分な水密性を有し、高水時の流
下に著しい支障を与えない構造
とする

現況（計画河床高）踏襲

航行船舶高さ＋余裕高1.0m
数十年

基礎 基礎杭
上部荷重を良質な地盤に安全に
伝達する構造として設計するも
のとする

－

流水の影響に伴って生じる河岸
または堤防の洗掘を防止し、か
つ、河川環境の保全に配慮した
構造とする

－

機械設備 － －

油圧装置 － －

付帯設備 － －

操作室

中
央
堰
柱

扉体・戸当り

取付護岸

施設自体
の耐用年
数と同様

施設自体
の耐用年
数と同様

数年～
数十年

部材

主水門

端
部
堰
柱



3.２ 気候変動に伴う外力の増大による各部位への影響
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• 外力の増大が水門各部位へ及ぼす影響と改修の可能性について整理を行った。
• 電気・機械設備施設は、定期的な更新時に対応することで、手戻りや大幅なコスト増の可能性は少な
いが、土木施設については、大規模な仮設が必要となり、大幅なコスト増となることが考えられる。

※ピンクハッチ：締切り工が必要となる改修

気候変動に伴う外力の変化による
各部位への影響

平均耐用
年数

外力の増大への対応 改修内容

門柱

堰柱

堰柱床板
門柱・堰柱の荷重増による増強が必要となる可能性
がある

門柱

堰柱

堰柱床板
門柱・堰柱の荷重増による増強が必要となる可能性
がある

水位の上昇に対して、嵩上げが必要
波力増大に対応して、増強が必要となる可能性があ
る

数十年 土木施設に比べると比較的容易
外力の増大に合わせて、施設更新もしくは嵩上げ
更新時期に合わせるとより効果的

基礎 基礎杭
水位の上昇、波圧増大に伴う荷重増による増強が必
要となる可能性がある

技術的には可能であるが、対応は
難しい

当初建設時と同程度の締め切り仮設工を設置し、
基礎杭の補強工事を実施する。

水位の上昇に対して、嵩上げが必要 水門本体に比べると比較的容易 嵩上げ・補強

機械設備 土木施設に比べると比較的容易

油圧装置 土木施設に比べると比較的容易

付帯設備 なし －

取付護岸

部材

主水門

外力の増大に合わせて、施設更新
更新時期に合わせるとより効果的操作室④

ゲートの大きさに合わせて引き揚げ機の改修が必要
となる可能性がある
門柱の改修が必要となる場合は間接的に改修が必要

施設自体
の耐用年
数と同様

数年～
数十年

施設自体
の耐用年
数と同様

水位の上昇に対して、嵩上げが必要
波力増大に対応して、増強が必要となる可能性があ
る

水位の上昇に対して、嵩上げが必要
波力増大に対応して、増強が必要となる可能性があ
る

技術的には可能であるが、対応は
難しい

当初建設時と同程度の締め切り仮設工を設置し、
端部・中央部堰柱の嵩上げ・補強工事を実施す
る。

端部
堰柱

中央
堰柱

扉体・戸当り
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1,921 2,146 2,209

859 960 988200
223 229

2,046
2,285 2,353

1,460
1,632 1,680123

138 1422,318

2,686
2,848306

306
306

237

237
237

12,000

13,142
13,523

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

中央値 中央値

現行計画 ２度上昇 ４度上昇

概
算
工
事
費
（
百
万
円
）

3.3 設計外力の違いによる水門の概算工事費の試算
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■概算工事費の試算の考え方
現行高潮計画に基づいた概略設計を基に、将来2℃上昇、4℃上
昇を想定した外力における水門の概算費用を概算した。設定する
嵩上げ高比（土木施設：門柱高嵩上げ高比、扉体等：ゲート嵩上げ
高比）整理して、将来の概算費用を概算した。制御装置、建築工事
費は、原案と同等とした。

■概算工事費の試算結果

• 現行計画外力、２度上昇外力（中央値）、４度上昇外力（中央値）における概算工事費を試算した。
• 2度上昇対応では約12億円、4度上昇対応では約15億円のコスト増となる。

土木
工事

仮設
工事

電気・
機械
設備

制御装置設置工事費 建築工事費
扉体・⼾当たり・開閉機器整備⼯事費 仮設直接工事費土工
仮設直接工事費作業構台 仮設直接工事費締切り工
土木直接工事費その他 土木直接工事費基礎本体
土木直接工事費水門本体 その他費用

水位条件
現行計画 将来2度上昇(中央値) 将来4度上昇(中央値)

海面上昇※ 0.00m 0.42m 0.86m
偏差増大 0.00m 1.14m 1.45m
うちあげ高増大 0.00m 0.33m 0.41m
設計水位上昇 0.00m 1.89m 2.72m
施設天端高 OP+7.4m OP+9.3m OP+10.1m
※SROCCの中央値（大阪湾周辺）将来気候外力による概算費用

コンクリート

鉄筋

型枠

遮水矢板

遮水矢板

土木躯体における増加率を当初事業費に乗じ
て算定

 その他 取付護岸
土木躯体における増加率を当初事業費に乗じ
て算定

鋼管矢板（材料費）

継手（材料費）

鋼管矢板（打設費）

土留め支保工（材料費）

土留め支保工（手間）

袋詰めモルタル

切断・撤去

水門施工用

杭基礎打設用

掘削

埋戻し

外力変化(水門天端高上昇)による門扉面積増
加割合を当初事業費に乗じて算定

その他 外力の増加には影響されない調査設計費・現水門撤去費等

仮
設
工
事

締切り工

作業構台

土工

当初工事費と同額を計上

土木躯体における増加率を当初事業費に乗じ
て算定

扉体・戸当たり・開閉機器整備工
事費

建築工事費

制御装置設置工事費

電気
・

機械設
備

外力変化(水門天端高上昇)による門柱のコン
クリート増加割合を当初事業費に乗じて算定
各部位一律に増加すると想定

項 目

土
木
工
事

 土木躯体

 基礎本体



3.3 設計外力の違いによる水門の概算工事費の試算
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• 将来2度上昇への対応方法の違いによる概算工事費を算出した結果、初期費用はケース３が最も安価であるが、
外力の増大によって、膨大な改修費が必要となる。

• 機械・整備系の更新時に２度上昇対応とするケース２はケース１と比較して2億円増（2%）となる。
• すべての部位を途中段階で改修するケース３はケース１と比較して37億円増（35%）となる。

■将来２度上昇への対応方法

（ケース１）当初建設時からすべての部位において将来２度上昇の外力に対応
する水門を建設する

（ケース２）当初建設時は土木施設のみ将来２度上昇の外力に対応する水門を
建設し、途中段階で機械設備系を2度上昇対応に改修する
（ケース３）当初建設時は現行計画外力で建設し、途中段階で2度上昇外力に
対応する。

制御装置設置工事費 建築工事費
扉体・⼾当たり・開閉機器整備⼯事費 仮設直接工事費土工
仮設直接工事費作業構台 仮設直接工事費締切り工
土木直接工事費その他 土木直接工事費基礎本体
土木直接工事費水門本体

2,5302,5302,530

1,9212,1462,146

859960960 200223223
2,046

2,2852,285

1,460
1,6321,632 123
138138

2,318
2,3182,686 306
306
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237
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349
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911
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16,000

17,000

18,000

ケース３ケース２ケース１

概
算
工
事
費
（
百
万
円
）

土木
工事

仮設
工事

電気・
機械
設備

仮設工事費

扉体・戸当り
操作室
改修費

土木工事費
(基礎、門柱)

扉体・戸当り
改修費

当初建設費 途中改修費用 当初建設費 途中改修費用 当初建設費 途中改修費用

コンクリート － －

鉄筋 － －

型枠 － －

遮水矢板 － －

遮水矢板 － －

－ －

 その他 取付護岸 － －

鋼管矢板（材料費） －

継手（材料費） －

鋼管矢板（打設費） －

土留め支保工（材料費） －

土留め支保工（手間） －

袋詰めモルタル －

切断・撤去 －

水門施工用 －

杭基礎打設用 －

掘削 －

埋戻し －

水位上昇に伴う門
扉面積増加率を現
行計画外力におけ
る事業に乗じて算
定

－
現行計画外力にお
ける事業費

水位上昇に伴う門
扉面積増加率を現
行計画外力におけ
る事業に乗じて算
定

水位上昇に伴う門
扉面積増加率を現
行計画外力におけ
る事業に乗じて算
定

現行計画外力にお
ける事業費と同様
とみなし、同額と
した

－ －

門柱改修に伴い操
作
室の改修が発生す
るため計上

水位上昇に伴う門
扉面積増加率を現
行計画外力におけ
る事業に乗じて算
定

－
巻上げ機を付け替
えるため、計上

巻上げ機を付け替
えるため、計上

その他 外力の増加には影響されない

２度上昇時の外力
変化による躯体の
容積増加率を概算
費用に乗じて算定

電気
・
機械
設備

扉体・戸当たり・開閉機器整備工
事費

建築工事費

制御装置設置工事費

調査設計費・現水門撤去費等

ケース ケース１ ケース２ ケース３

全部位の改修を実
施するため、仮設
費を計上

 土木躯体

 基礎本体

当初において全施設を2度上昇外力
で建設

当初において土木施設を2度外力で
建設し、途中段階で扉体・戸当た
り・開閉機器整備工事費2度に改修

当初において現行計画で建設し、途
中段階で全施設を2度外力に改修

土
木
工
事

仮
設
工
事

締切り工

作業構台

土工

内容

現行計画外力にお
ける事業費と同様
とみなし、同額と
した

現行計画外力にお
ける事業費

現行計画事業費と
２度上昇時の外力
による事業費の差
分を計上

門扉改修は締切り
工等は不要である
ため仮設直接工事
費は計上しない

２度上昇時の外力
変化による躯体の
容積増加率を概算
費用に乗じて算定



3.3 設計外力の違いによる水門の概算工事費の試算
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• 様々な海面水位上昇量について、概算工事費を算出した結果、差額は、将来気候2度上昇で最大1
億円程度であり、全事業費の約1%程度の差となる。

■海面上昇量のσの設定と水門天端高の関係

2,530 2,530 2,530 2,530 2,530 2,530 2,530

1,921 2,146 2,159 2,166 2,200 2,206 2,221

859 960 966 969 984 987 993200
223 224 225 228 229 231

2,046
2,285 2,300 2,307 2,343 2,350 2,366

1,460
1,632 1,642 1,647 1,673 1,677 1,689123
138 139 139 141 142 1432,318

2,686 2,733 2,756 2,815 2,836 2,889306

306 306 306 306 306 306

237

237 237 237 237 237 237
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現行計画 ２度上昇 ４度上昇
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算
工
事
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（
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制御装置設置工事費 建築工事費
扉体・⼾当たり・開閉機器整備⼯事費 仮設直接工事費土工
仮設直接工事費作業構台 仮設直接工事費締切り工
土木直接工事費その他 土木直接工事費基礎本体
土木直接工事費水門本体 その他費用

土木
工事

仮設
工事

電気・
機械
設備

水位条件

中央値 中央値＋2σ 中央値＋3σ 中央値−σ 中央値 中央値＋σ
海面上昇※ 0.42m 0.66m 0.78m 0.69m 0.86m 1.07m
偏差増大 1.14m 1.14m 1.14m 1.45m 1.45m 1.45m
うちあげ高増大 0.33m 0.33m 0.33m 0.41m 0.41m 0.41m
設計水位上昇 1.89m 2.13m 2.25m 2.55m 2.72m 2.93m
施設天端高 OP+9.29m OP+9.53m OP+9.65m OP+9.95m OP+10.12m OP+10.33m
※SROCC（大阪湾周辺）

将来2度上昇 将来4度上昇
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)

現行高潮計画からの設計水位の上昇量(m)

設計外力の変化と事業費



参考：設計外力の違いによる水門の概算工事費の試算
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10,631 10,631 10,631 10,631 10,631 10,631
11,600 11,600 11,600 11,600

13,521 13,521
14,491 14,491 14,491 14,491 14,491 14,491
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(百万円) 全施設２度上昇外力で当初建設した場合

10,296 10,296 10,296 10,296 10,296 10,296
11,173 11,173 11,173 11,173

13,826 13,826 14,063 14,063 14,063 14,063
14,795 14,795 15,032 15,032 15,032
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(百万円) 土木施設２度上昇外力、機械施設を現行計画で当初建設した場合

9,470 9,470 9,470 9,470 9,470 9,470
10,347 10,347 10,347 10,347

17,545 17,545 17,545 17,545 17,545 17,545
18,514 18,514 18,514 18,514 18,514
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新設 5年後 10年後 15年後 20年後 25年後 30年後 35年後 40年後 45年後 50年後 55年後 60年後 65年後 70年後 75年後 80年後 85年後 90年後 95年後 100年後

(百万円) 土木施設、機械施設を現行計画で当初建設した場合

土木直接工事費水門本体 土木直接工事費基礎本体 土木直接工事費その他 仮設直接工事費締切り工 仮設直接工事費作業構台 仮設直接工事費土工
扉体・⼾当たり⼯事費⼀式 開閉装置工事費一式 建築工事費 制御装置設置工事費 系列12

制御系施設の
修繕

制御系施
設の修繕

制御系施
設の修繕

制御系施
設の修繕

制御系施設
の修繕

制御系施
設の修繕

制御系施
設の修繕

扉体
修繕

扉体
改築・修繕

扉体・本体
改築

初期投資は最も安価

初期投資は最も高価

扉体改築を修繕と合わせて実施
(巻上機等も合わせて交換）

ケース１

ケース２

ケース３

100年間の累計費
用は最も安価

本体の改修のため、仮設が発生

100年間の累計費用は
ケース2についで安価

100年間の累計費
用は最も高価

• 将来2度上昇の外力を想定する場合における設計パターンによる100年間の累加費用を比較した。

【仮定】
・50年後に将来気候2度上昇に対応
することを想定
【施設交換年数】
・扉体・戸当り：50年
・巻上機等の機械：30年
・土木施設：水門対応年数と同様

将来気候2度上昇に対応



参考：基準水位の違いによる建設費イメージ

7

初期費
初期費

初期費

４℃上昇対応

の費用

４℃上昇対応

の費用

４℃上昇対応

の費用

1σ 2σ 3σ

２℃上昇

• 初期費用は基準水位を中央値＋３σで建設した場合が最も高くなる。
• 一方、将来において想定より気候変動が大きくなる場合の改修は、中央値＋ ３σはで当初建設した方が改修費用
が小さくなる可能性が考えられる。

■基準水位の違いによる建設費イメージ
将来における外力のさらなる変化への対応するための改修費用も考慮した建設費
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〇木津川新水門 平面図



9
扉
体
高

 1
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揚
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純径間 30000 純径間 30000
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2
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84200

鋼管杭φ1000
L=37.5m

鋼管杭φ700
L=37.5m

OP-4.500

OP+2.200

OP+7.400

正 面 図

OP+29.900

平 面 図

縦断面図

OP+13.500

L=7.5m
鋼管杭φ1000 t=19mm

L=30.0m
鋼管杭φ1000 t=12mm

主電動機、ドラム

ロープ端末装置

ロープ端末装置

主電動機、ドラム

電源切替盤

燃料タンク

発電機

無停電装置

油圧ユニット
伝送盤

遠方監視盤
油圧ユニット

直流電源装置

機側操作盤機側操作盤

操作室２

扉体下端高

ゲート敷高

朔望平均満潮位

中間床版
中央堰柱・
底版

端部堰柱・
底版

端部門柱・
操作台

中央門柱・
操作台

〇木津川新水門 一般図
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現行高潮計画からの設計水位の上昇量(m)

設計外力の変化と事業費
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現行高潮計画からの設計水位の上昇量(m)

設計外力の変化と事業費

参考：気候変動による水門建設費増の内訳の概算

10将来2度上昇にお
ける海水面上昇量

台風強力化によ
る高潮増大

0.42m 1.47m

254百万円

888百万円

■将来2度上昇における事業費増大の内訳（海水面上昇・台風強化） ■将来4度上昇における事業費増大の内訳（海水面上昇・台風強化）

将来4度上昇における海
水面上昇量

台風強力化によ
る高潮増大

0.86m 1.86m

482百万円

1041百万円


